
こ ん に ち は ！ 水 道 局 で す
～くらしを守り 未来までささえ続ける かごしまの上下水道～

水道事業・公共下水道事業の予算（令和４年度）の概要

｢第２期鹿児島市上下水道事業経営計画｣（令和４～ 13年度）を策定しました

注１…純利益は税抜きで、その他は税込みです。
注２…資本的収入が資本的支出に対して不足する額は、減価償却費等により生じる内部留保資金で補てんしています。
注３…雨水に関する支出は、全て雨水に関する収入（公費）で賄われています。
○水道局では「工業用水道事業」も運営しています。水道・公共下水道・工業用水道事業の予算については、ホームページでも公表しています。　

　水道局は、公営企業として独立採算の原則に基づき、お客さまの水道料金・下水道使用料を主な収入として、皆さまの生活を支える重要なライフラ
インである水道・公共下水道事業を運営しています。
　今後とも、より一層の経営の効率化に取り組みながら、水道事業においては安全で良質な水の安定供給に、公共下水道事業においては良好な水環境
と快適な生活環境の確保に努めていきます。

　「経営計画」は本市上下水道の基本計画である「鹿児島市上下水道ビジョン」に掲げる具体的な施策を実施するため、財政見通し
や優先度・重要度を考慮した10年間を期間とする計画です。また、経営計画の実行計画として「中期財政計画」を３年ごとに策定し、経営計
画もその時の社会情勢に合わせて見直しを行います。

○基本目標、施策、主な取組事項
基本目標（５項目） 施策（13項目） 主な取組事項（52項目の中から抜粋）

１　安全で快適なくらし
と良好な水環境

⑴ 安全で良質な水の供給 ① 水質管理の充実・強化

⑵ 整備推進
① 地域の実情に応じた水道施設整備
③ 計画的な下水道施設（汚水）整備

⑶ 老朽化対策
① 水道管路・施設の更新、長寿命化
② 河頭浄水場（甲系統の浄水施設）の更新
④ 下水道管路・処理施設（汚水）の更新、長寿命化

⑷ 適切な維持管理
① 水道管路・施設の適切な維持管理
② 下水道管路・処理施設（汚水）の適切な維持管理

２　災害に備える
⑴ 被災の最小化

① 水道管路・施設の耐震化
② 下水道管路・処理施設（汚水）の耐震化

⑵ 速やかな復旧 ① 災害対策の充実
３　脱炭素・循環型社会

への貢献
⑴ 環境負荷の低減 ③ 上下水道施設の省エネルギー対策
⑵ 資源の有効利用 ② 下水道資源の有効利用

４　健全な事業運営 ⑴ ＤＸの推進 ① ＩＣＴの活用
⑵ 施設の最適化 ① 水道施設の統廃合
⑶ 経営基盤の強化 ① 効率的経営の推進

５　信頼性の向上 ⑴ サービスの向上 ① お客さまサービスの充実
⑵ 事業の見える化 ① 上下水道の魅力のＰＲ

○投資、財政計画（収支計画）
　※現行の料金等水準で試算
【水 道 事 業】 （単位：億円）

項　目 R2決算 R4当初予算 R8計画 R13計画
純 利 益 8.3 14.5 12.0 3.3
年度末資金残高 90.6 90.3 88.8 38.5

【工業用水道事業】 （単位：百万円）
項　目 R2決算 R4当初予算 R8計画 R13計画

純 利 益 2.7 0.2 0.1 0.1
年度末資金残高 127.0 129.8 135.1 90.5

【公共下水道事業】 （単位：億円）
項　目 R2決算 R4当初予算 R8計画 R13計画

純利益(△純損失) 5.0 1.6 △ 1.1 △ 6.0
年度末資金残高 61.4 61.5 53.7 24.5

は経営計画期間

【経営管理課　TEL：２１３-８５０６】

【経営管理課　TEL：２１３-８５０７】

　上下水道事業経営計画
◀（水道局ホームページ）

水
道
事
業

水をつくり、家庭などに送ることで得られる収入と支出 ＝ 収益的収支 水道施設を整備改良するための収入と支出＝ 資本的収支

収入120.5億円 支出101.0億円 収入37.4億円 支出87.1億円

その他　　11.8億円

水道料金
108.7億円

内部留保資金（注2）
49.7億円

浄水場や配水管など
施設の整備費用

60.0億円

施設の整備のために借りた
元金の返済 26.9億円

水をつくり、
家庭などに送る費用

93.5億円

施設の整備のために
借りた資金の利子など
7.5億円

収支差額
19.5億円

（注１）消費税等を除いた
純利益は14.5 億円

補助金など
4.5億円

その他
0.2億円

施設の整備のために
借りる資金

32.9億円

公
共
下
水
道
事
業

家庭などから集めた汚水をきれいにすることで得られる収入と支出
+ 雨水に関する収入と支出 ＝ 収益的収支 下水道施設（汚水・雨水）を整備改良するための収入と支出＝ 資本的収支

収入103.8億円 支出99.9億円 収入53.6億円 支出78.9億円

雨水に関する収入
21.9億円

雨水に関する費用
21.9億円

汚水施設の整備のために
借りる資金　14.9億円

雨水施設の整備のために借りた
元金の返済 14.3億円

下水道使用料
62.1億円

汚水の補助金など
19.8億円

汚水の補助金など 7.1億円

雨水に関する収入
31.6億円

雨水施設の整備費用
17.3億円

内部留保資金（注2）
25.3億円

汚水施設の整備費用
28.3億円

汚水施設の整備のために借りた
元金の返済 18.9億円

汚水を集め、
きれいにする費用

73.5億円

その他
0.1億円

（注３）

（注３）

汚水施設の整備のために
借りた資金の利子など
4.5 億円

収支差額
3.9億円

（注１）消費税等を除いた
純利益は1.6 億円
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